
 

年度 2008  学期 後期 曜日・校時   月 1        必修選択   必修 単位数  １ 

授業科目/(英語名) 英語コミュニケーション Ⅲ 
English Communication Ⅲ 

対象年次   ２年次 講義形態   演習 教室  

対象学生(クラス等)             2Tc 科目分類    外国語科目 （英語） 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 藤本 ゆかり /研究室： 非常勤講師控室        
/オフィスアワー： 授業終了後 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標 (500 文字) 
授業のねらい： 基本的で実用的な英会話の表現を習得し、表現の基礎の定着を図る。話すことと聴くことの技能を身に着け

る。ダイアローグの暗記をするのみではなく、構文や文法に留意して、基本的な理解力を確かなものにする。語彙を増やし、文
法を理解し、表現の感覚を磨く。対話力を向上させ、自分の言いたいことを表現できる豊かな表現力へと応用できる能力を養
う。自分の言いたいことを表現できるコミュニケーションに対する意欲を持ち、自主的に話せるようになることを目的とする。 
 授業方法： ダイアローグの詳細な解説を行い、文法と構文、及び表現の指導をする。このことによって、ダイアローグを容易
に覚えられるようになる。発音の練習をし、表現を声に出して言う。声に出すことで覚えたダイアローグを使用してみる。リスニン
グの指導を行う。TOEIC テスト形式の、派生語・適語選択・長文穴埋めの問題を解き、解説を行う。 

授業到達目標： 基本的・実用的な英会話の表現を覚え、話すことができる。語彙力を増強することができる。英語の構文、
文法、表現について理解を深めることができる。正確で美しい発音ができ、リスニングの能力を養う。表現を声に出して述べるこ
とができる。基礎を固めた上で、自分の言いたいことを表現できるようになる。適語選択問題により、語彙を増やし、文法を身に
付け、表現の応用ができるようになる。英会話とコミュニケーションに対する関心や興味を持ち、各自が目標を定めて積極的に
学習の場を求めていく態度を養う。学生生活に関する日常会活を通して、ダイアローグの背景や〈英〉米の文化の理解を深める
ことができる。また、各自の英語の運用能力をさらに向上させるようにする。 
授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)  (1300 文字)  

授業内容（概要） 日常生活及び学生生活に密着したテーマを中心とした、親しみやすいダイアローグについて、CD を聴き
ながら、主要な表現・構文・文法の指導を行う。構文や文法を理解することが、会話での表現を習得するにおいても容易にして
有効であるというアプローチで進めていく。英単語の発音の仕方を指導し、練習を行う。文全体の発音についても指導と練習を
繰り返し行い、習得を図る。さらに、ダイアローグの表現を言えるように練習をし、ひいては話す能力を養う基礎を固めていく。ま
た、話す能力と聴く能力は表裏一体であるという認識に基づいて、リスニングの方法を説明し、実践してみる。スピーキング、リピ
ーティング、リスニングの練習を、繰り返し充分に行う。ダイアローグの背景について解説する。英会話とコミュニケーションに対
する意欲を持てるように指導していく。 

第１回    Unit 3            Sports                             スポーツ 
第２回    Unit 4            The Weather                        天気 
第３回    Unit 5            On the Phone                       電話  
第４回    Unit 7            The Internet                        インターネット 
第５回    Unit 8            On a Date                         デート 
第６回    Unit 9            At Immigration                       入国審査 
第７回    Unit 11           Medical Care                        診察 
第８回    Unit 13           Fast Food                          ファーストフード 
第９回    Unit 14        In the Park                         公園 
第１０回   Unit 15        At a Coffee Shop                     コーヒーショップ 
第１１回   Unit 16        Giving a Present                     プレゼントを渡す 
第１２回   Unit 18        On Vacation                        休暇 
第１３回   Unit 19        At the Airport                       空港で 
第１４回   Unit 20        At the Movies                       映画 
第１５回  授業のまとめと定期試験 

 
第１回の授業で、TOEIC テストの紹介と案内を行います。各自で目標を定め、試験に挑戦しましょう。 
また、必ず予習をして授業に臨んで下さい。必ず単語の意味を調べ、各 Unit の問題を予め解いておきましょう。 
繰り返し練習し、復習を行うことが、学習効果を上げる為に重要です。 

キーワード 大学生活を中心とした日常生活における英会話のダイアローグ・TOEIC の問題形式 
教科書・教材・参考書 
 
 
 

Introduction to the ＴＯＥＩＣ Test  『TOEIC テスト入門』 
     (クリストファー・ブルスミス / 千葉剛 他 著：  南雲堂)  
 
英和辞書を必携すること。 

成績評価の方法・基
準法 
 

定期試験を筆記で行います。 
主に定期試験の得点を基準とします。それに授業中の活動を加えます。 
定期試験９０％、授業中の発表や活動１０％を基準とします。 
また、受講中の態度を非常に重視します。 

受講要件(履修条件) 授業には全回出席しましょう。発音など声を出しての活動は、積極的に参加することを期待します。 
必ず予習をして臨んで下さい。 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

有用な日常会話を学び、役立てる。 
TOEIC テストの対策を行う。 

備考(準備学習等) 必ず予習をして授業に出席して下さい。 
予め英単語の意味を調べておき、問題を解いておきましょう。 


